2015年3月7日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第13章12～22節
バガヴァッド・ギーター第4章28節との関連で、前回からパタンジャリの「ヨーガ・スートラ」について説明しています。

「ヨーガ・スートラ」で記述されているヨーガの実践を行うことも、ヨーガ・ヤッギャーと呼ばれヤッギャーのひとつと考えられています。
パタンジャリはイエス・キリスト生誕の約200年前に生まれた聖者で、マハリシ・パタンジャリ(Maharshi Patanjali)とも呼ばれます。
マハリシとは偉大な(マハ)賢者(リシ)という意味です。

偉大な聖者達の中でも聖典の著者として有名なのが、まずヴィヤーサ、次がパタンジャリです。

彼は人々の言葉・肉体・心の浄化のために3冊の有名な本を著しました。

・マハーバーシャ (Mahabhashya)：言葉・会話のため

サンスクリットの文法学者として最も有名なパニーニ(Panini)が書いた、「アシュタデャーイー」(Ashtadhyayi)という文法書があります。

すべて警句(アフォリズム:aphorism)で構成されているので、難解な短いフレーズの意味を理解するためには注釈書が必要です。

パタンジャリが「アシュタデャーイー」の注釈書として書いたのが、「マハーバーシャ」です。
・アーユルヴェーダ(Ayureda)：肉体のため

パタンジャリはアーユルヴェーダに関する本を記したとされますが、それに関する言及はいろいろあるものの、著作自体は現存していません。(発見されていない)
有名なチャラカサミータ(Charaka Samhita)を彼の著作とする説もありますが、異論を唱える学者もいます。

・ヨーガ・スートラ(Yoga Sutras):心のため
パタンジャリの名前の意味をご存じですか?
彼の名前はパタとアンジャリの二つの言葉が合わさったものです。

アンジャリは、「手のひらを上に向けて両手をそろえて差し出す」というポーズを表します。
儀式で両手のひらに花を載せて神に捧げるプシュパンジャリ(pushpanjali)はご存じだと思いますが、あの時の手の形がアンジャリです。(プシュパは花の意味)
もうひとつのパタとは、「落下してきたもの」という意味です。
パタ＋アンジャリで、息子の誕生を太陽神に祈った母の両手に天から落ちてきたのがパタンジャリなのだ、というのが彼の名前についての説明です。
前にも説明したように、「ヨーガ・スートラ」は心の性質、心のコントロールについての学習です。
心は湖のようなもので、表面は絶えず波立っています。

ここで言う波とは、想いや考えのことです。

前回紹介した「ヨーガ・スートラ」冒頭第2節(1.2)のヨーガの定義

ヨーガ・チッタ・ヴリッティ・ニローダハ(Yoga chitta vritti nirodhah)

　　　　(「ヨーガとは心の作用を止めること」の意)

のチッタ・ヴリッティは心の揺れ・動きのことで、今用いた湖のたとえにおける波がそれです。
皆さん、自分の心を観察、分析してください。

心は静かですか、それとも絶えず落ち着きませんか?

心が動いているとは、心がいつも考えているという意味です。

考えるという働きなしには心を理解できませんし、心が存在するとは言えません。
この考えるという働きには3つの特徴があります。

・数限りない多くのことを考える

・時間とともに考える内容が次々と変化する

・考える内容がいつも世俗的である(神・永遠についてではなく)
今の私の話が正しいかどうか、少しテストしてみます。
眼を閉じて背筋を真っすぐ伸ばして座り、自分の心の状態をチェックしてください。

何も考えなかったか、ひとつのことだけを考えていたか、色々多くのことを考えていたか、また考えていた内容はなんであったか。

後で私が質問するのでこれから5分ぐらい眼を閉じて、自分の心を観察してください。
(参加者は眼を閉じてスワミの指示に従う)

眼を開けてください。今眠っていた方はいましたか?　観察の結果はどうだったでしょうか? 
ひとつのことだけを考えていましたか、それとも色々なことを考えていましたか?

別の観点からの質問ですが、いま眼を閉じている間、神様のことを考えていた人は何人いましたか?　(何人かが挙手する)
ここはバガヴァッド・ギーターの講話をする特別な場所なので、神について考えた人も何人かいたようですが、普通はこのような状況で神(永遠・無限)について考える人はほとんどいません。皆世俗的(一時的・有限)なことを考えます。
普通の意味で我々が考えるという場合、分析してみるとその対象(内容)は3つの種類に分類されますが、それはなんでしょう?　(参加者が各自の意見を述べる)

私の考えではその3つとは体、仕事、人(人間関係)であり、これに時間的要素として過去・現在・未来が絡み合いますが、考える内容としてはこの3つである場合がほとんどです。

考えを止めるのは簡単なことのようにも思えます。

たとえば瞑想のセッションで指導者の、「これから何も考えない状態で瞑想してください」と言う指示に従って、5～10分程度は何も考えずに座ることはできます。

一時的に心が静かになることは可能ですし、それはそれなりの効果はあるのですが、パタンジャリの言うチッタ・ヴリッティ・ニローダハ(心の働きを止める)が意味するのはこの状態ではありません。

カーペット上の眼に見える埃を掃除すれば、表面上はきれいになったように見えますが、カーペットの中にまだ埃は隠れています。

同じように心には表に現れて自覚できる顕在意識以外に、それよりはるかに大きくて奥底に隠れている潜在意識があり、チッタ・ヴリッティ・ニローダハは潜在意識も含めた心全体の働きを止めなければいけない、という意味なのです。

そして潜在意識は今生だけでなく前世から引き継いでいるサムスカーラの影響があるので、コントロールすることが大変難しく、そのために実践が必要なのです。
まず実践の最初の段階では否定的な考えに代えて、肯定的な考えを持つことが有効です。

いきなり否定的な考えをなくそうと思ってもそれは難しく、意識的に肯定的な考えを持つことで結果的に否定的な考えを弱めてゆくのです。

パタンジャリはこの方法をプラティパクシャ・バーヴァナー(Pratipaksha Bhavana)と呼んでいて、その意味は「反対の考えに心を集中する」ことですが、とても面白いアイデアです。
心の中に暴力的な考えが頭をもたげてきたら、慈悲、普遍的な愛について考えてください。
暴力的な考えそのものを止めよう止めようと思っても、それは難しいのです。
そしてこのプラティパクシャ・バーヴァナーを実践していくと、心の中で肯定的な考えが優勢になっていきますが、それが最終目的ではなくその状態をも超越しなければならない、というのがヨーガ・チッタ・ヴリッティ・ニローダハなのです。

ヴェーダーンタの教えと同じではありませんか?

ヴェーダーンタでもタマスをラジャスで置き換え、そのラジャスをサットワで置き換えるのですが、最終的にはそのサットワさえも超越しなければならないと教えています。

まず最初に理解すべきなのは、我々の意識だけでなく潜在意識の中にもいろいろな考えがあり、もちろんその中には否定的な考えも数多くあるのですが、潜在意識は隠れているので我々はその自分が持っている否定的な考えを自覚できないということです。
ですから肯定的な考えに集中することで、結果的に自覚できていない潜在意識下の否定的考えもなくしていけるのです。

サットワ的な考えで、タマス的、ラジャス的な考えをなくしてゆき、最終的にはそのサットワからも自由にならなければなりません。

なぜならサットワ的な考えも湖面の波と同じ心の動きなので、鎮めなければならないからです。

心の波が静まれば、心の底にあるアートマン(魂)が姿を現します。

アートマンは最初からずっと存在しているのですが、心が欲望にとらわれて落ち着かないときには見えません。

湖を使った別のたとえで説明しますが、太陽は最初から光り輝いていても、湖が波立たず穏やかで水がきれいでないと、その姿は湖面にくっきりと映りません。
湖をたとえに用いて、二つの角度から説明しました。

人格のベースはアートマンですが、心が欲望にとらわれ落ち着かない(湖の水が汚く波立っている)と、心の底にあるアートマンは表れてきません。
このイメージは自分の心の中にアートマン存在すると考える、ラージャ・ヨーガの実践者に向いているかもしれません。

またアートマン＝ブラフマンであり、心が静かでなければブラフマン(太陽)を見ることができない(湖面にはっきり映らない)、というイメージはギャーナ・ヨーガの実践者向きかも知れません。いずれのたとえでもよいので自分がイメージしやすいほうを、実践に役立ててください。

「ヨーガ・スートラ」のヤマについて説明しています。

ヤマとは「～しない」という教えであり、前回は「暴力をしない」(アヒンサー)について話しました。
暴力とは肉体的なものに限らず、言葉によるものも含まれます。

心の中に暴力的な考えがあるのも、自分で手を下さず他人に依頼してこれを行うことも、暴力を見ていながらこれに反対しないことも、すべていけません。

ヨーギが悟りを求めるのは単に苦しみや悲しみからの解放だけでなく、また生まれるとどうしても暴力をせざるを得ないから、というのもひとつの理由です。
もちろん暴力にも荒々しいものから巧妙なものまでいろいろなレベルがありますが、再生すれば否応なく暴力に関わらざるを得なくなる、ということがヨーギが悟りを求める理由のひとつである、というのは興味深い説明です。

ではどのように暴力をなくせるかといえば、愛・慈悲・謙虚の実践によってです。
また、すべての存在の中に同じひとつの神がいる、という考えを持つことができれば、他者を傷つけるのは自分を傷つけるのと同じことになります。
このアイデアの実践が非暴力につながります。

前回はヤマの教えのうちのもうひとつのサッティア(アサッティアをしない：嘘をつかない)についても説明しました。

嘘をつかないとは、

見たこと、聞いたこと、学んだことを他者に伝える時に、何の脚色、歪曲、誇張もせずにそのまま伝える

ことであると言いました。

ある部分を変化させたり、隠したりして伝えることは嘘になります。
約束を守らないことも嘘であり、会話・考え・行動が一致しないとそれも嘘です。

ここで説明している嘘の定義は、とても包括的です。

ではどうすれば真実の実践ができるでしょうか?

見たまま聞いたままを何も変化させずに伝える、約束を守る、のももちろん真実の実践ですが、それに加えてお喋りを慎むのも大切です。
お喋りな人は無意識のうちに嘘をつく可能性があります。

自制心がないので、聞いた話に自分の考えを付け足してしまうことがあります。

お喋りな人以外に、想像することが好きな人も気をつけなければなりません。
なぜなら、人が想像する内容は非現実的であることが多いからです。

あまりあれこれ想像するのはよくありません。

その意味では、物語や小説などにあまり夢中になるのもよくありません。
実際の生活は物語や映画の中で描かれているのとは違い、それほどロマンティックなものではありません。結婚の前と後を比べればすぐわかることであり、多くの人が失望を経験します。

「ヨーガ・スートラ」の注釈書の中にも、あまり物語を読まないほうがいいと助言しているものがあります。
物語の読み過ぎの結果、実生活について間違った考えを持ってしまうことがあります。

会話・考え・行動の一致も真実の実践になりますが、仕事の内容によってはそれが難しいこともあります。

弁護士などはこの会話・考え・行動の一致の実践が難しい職業かもしれませんが、決して無理ではありません。

アブラハム・リンカーンもマハトマ・ガンジーも職業は弁護士でした。

弁護士であっても多くの金銭を求めなければ、真実の実践は可能です。

ここまでは、前回説明したアヒンサーとサッティアについての補足説明です。

次にヤマの3番目の教えであるアスティヤから順番に説明していきます。
(3)アスティヤ(不盗)
スティヤ(Steya：盗む)に否定の接頭辞アがついたのがアスティア(Asteya)です。

ではなぜ盗むという行為はよくないのでしょうか?

その理由は盗みを働くことによって、盗まれたものを所有していた人が自分の働きの結果を享受する自由を奪ってしまうからです。

たとえばサラリーマンがオフィスワークで得たサラリーで購入した自動車は、彼の働きの結果だと言えます。同様に農夫が収穫した作物も、彼の農作業の結果です。

ですから他人の所有物を奪った結果、盗まれた人は自分の働きの結果を享受できなくなってしまうのです。

これが盗みがよくないことであり罪である理由です。

(4)ブラフマチャリヤ(禁欲)

ブラフマチャリヤ(Brahmacharya)はモイトゥナ(Maithuna)をしないということです。
モイトゥナとは性行為の意味ですが、そのモイトゥナという言葉はミトゥーナ(Mithuna)に由来しており、ミトゥーナは「一対」(pair)という意味です。
聖典の中でモイトゥナは８種類に分類されていて、単純(肉体的)なものから高度(精神的)なものまでいろいろあります。
一例を挙げると恋人のことを想って喜びを感じることもモイトゥナのひとつです。
恋人のことを思い出して喜びに浸るのもモイトゥナです。

ブラフマチャリヤ実践のためには、これらも含めてすべての種類のモイトゥナを避けなければなりません。
たとえば精液は浪費せずに保存しなければ、本当の瞑想は不可能です。
パタンジャリが悟りのための方法として一番強調するのが瞑想であり、そのためには抑制(禁欲)が必要です。

単純な意味での性行為だけでなく、高度なレベルのモイトゥナさえも慎むのが本当のブラフマチャリヤです。

(5)アパリグラハ(不貪)

パリグラハ(Parigraha)をしないのがアパリグラハ(Aparigraha)です。

日本でもお中元やお歳暮などの習慣がありますが、パリグラハの普通の意味は、他人から物を貰うということです。
ですからアパリグラハとは他人から物を貰わないということになりますが、より深い意味でのアパリグラハは、生きていく上で必要最小限なものだけで生活する、ということです。

皆さんも自宅にある服の中で本当に必要なものがどれだけあるでしょうか?

捨てることに抵抗があるので、不要なのに持ち続けているだけではないですか?

ある信者の女性に聞いたのですが、日本では嫁ぎ先の義母から嫁が着物を譲ってもらうという習慣もあって、彼女はかつて50枚の着物を所有していたそうです。

いま彼女はそのすべての着物を手放してしまったそうです。
タゴールの有名な詩があります。

神よ!　私は自分でたくさんのものを集めましたが、それらはすべて私にとって重荷でした。いっぽうあなたから頂いたものは私の束縛にはなりませんでした。
どうか私の重荷を取り去ってください、私を助けてください。
皆さんも不要なものをたくさん所有して、それが重荷になっていませんか?
パタンジャリによるとそれがパリグラハです。

この意味で転勤はよい影響を与えてくれる可能性があります。

転勤で何回も引っ越すことは、アパリグラハの実践になるかもしれません。

引っ越しの度にすべてのものを持ってゆくことはできません。

Ｌさん、あなたの体験を話してください。
Ｌ氏：私の出身はベネズエラですが、19歳の時にイタリアに留学しました。
　　　留学の最初は多くの荷物を持って行きましたが、そのうちに持ち歩くことのできる荷物は2つになりました。イタリアに着いて6カ月経った頃、引っ越しすることになりましたが、その頃には2つの荷物を持ち歩くのは困難になり、不要なものはすべて捨てて、最終的には荷物はひとつだけになりました。
　　　この経験から、本当に必要なものはごく僅かしかないのだと気づきました。
パリグラハがよくない理由は6つあります。

(1) 執着

必要もなく使ってもいないのに捨てたくはない、これが執着しているしるしです。

(2) 欲望の増大
　集めるとさらに集めたくなります。
(3)維持の困難さ

集めたものの保管場所を確保し整理するのも大変ですし、破損しないように気をつけ

なければなりません。
(4)失う恐怖

　　紛失や盗難の心配をしなければなりません。

(5)見返り
人から物を貰うと、それに見合ったものを返さなければ、という義務感に縛られます。
その結果自由がなくなります。

見返りとして同じ価値の物を買わなければならないのに、十分な経済力がないとそのことが心配の種になります。
(6)独立性を失う

　　時には利己的な贈り手側が高価な贈り物をすることで、受け取った側から何らかの恩恵を受けようと考えていることもあります。
　　そうなると受け取った側は贈った側にコントロールされ、独立性を失います。
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